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第３章 営業日及び営業時間 

（営業日及び営業時間） 

第５条 事業所の営業日及び営業時間は、次のとおりとする。 

一 営業日 月曜日から金曜日までとする。ただし、祝祭日及び年末年始 

（１２月３１日～１月３日）を除く。 

二 営業時間 午前８時３０分から午後５時までとする。 

ただし、電話等により、２４時間常時連絡が可能な体制とする。 

第４章 指定居宅介護支援の提供方法、内容及び利用料その他の費用の額 

（指定居宅介護支援の提供方法） 

第６条 指定居宅介護支援の提供の開始に際し、あらかじめ利用申込者又はその家族 

に対し、運営規定の概要その他のサービス選択に必要な重要事項を記した文書を交 

付して説明を行い、同意を得る。 

２ 指定居宅介護支援の提供の開始に際し、あらかじめ利用者の希望を基礎として居 

宅介護サービス計画が作成されること等を説明し、提供の開始について同意を得  

る。 

第７条 正当な理由なく指定居宅介護支援の提供を拒まない。ただし、当該事業所の 

通常の事業の実施地域等を勘案し、利用申込者に対し自ら適切な指定居宅介護支援 

を提供することが困難であると認めた場合は、他の指定居宅介護支援事業者を紹介 

するなど、必要な措置を講じる。 

第８条 指定居宅介護支援の提供を求められた場合には、その者の提示する被保険者 

証によって、被保険者資格、要介護認定の有無及び有効期間を確認する。 

第９条 被保険者の要介護認定に係る申請に関しては、利用申込者の意思を踏まえ、 

必要な協力を行う。 

２ 指定居宅介護支援を提供の開始に際し、要介護認定を受けていない利用申込者に 

ついては、要介護認定の申請が既に行われているか否かを確認し、申請が行われて 

いない場合は、当該利用申込者の意思を踏まえて速やかに当該申請が行われるよ  

う、必要な援助を行う。 

３ 要介護認定の更新の申請が、遅くとも当該利用者の受けている要介護認定の有効 

期間の満了日の１カ月前には行われるよう、必要な援助を行う。 

第１０条 事業者は、事業所の介護支援専門員に身分を証する書類を携行させ、初回 

訪問時や、利用者やその家族から求められたときは、これを提示すべき旨を指導する。 

第１１条 利用者が他の居宅介護支援事業者の利用を希望する場合、その他利用者か 

らの申出があった場合には、当該利用者に対し、直近の居宅サービス計画及びその 

実施状況に関する書類を交付する。  




